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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これから、研究発表を始めます。★
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本研究は、駒の学び舎合同でICTに着目し、それをツールに授業を改善をすることによって、児童・生徒の学力、学習意欲を向上させることを目指したものです。私たちは、★基礎的基本的な知識・技能の習得、思考力・判断力・表現力等の育成、主体的に学習に取り組む態度の育成という、いわゆる学力の３要素の育成をめざして研究を進めました。★
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
研究の方法について説明します。まず、私たちは授業における３つの視点を大切にして研究を進めることにしました。★
一つ目は指導内容の共有です。
世田谷区版の学習指導要領である「世田谷区教育要領」の内容を全教員で確認し、それに沿って授業の目標を明確にするとともに、言語活動の充実、繰り返し学習する内容、発展的に学習する内容を授業の中に取り入れることにしました。★（１秒後）★
二つ目は指導方法の工夫です。
指導内容を確実に定着させ、授業の目標、ねらいを達成するために、ＩＣＴの効果に着目し、自作コンテンツなどの教材開発、小中学校での教材の共有化、授業形態や発問などにICTを活用する工夫を行うようにしました。★
三つ目は児童・生徒理解の推進です。
学習習得確認調査の活用、授業記録の分析、習熟度やつまづき等の把握、中学校では形成的評価の試行などを行い、児童・生徒の学力や学習意欲の実態、つまり学習状況の理解を進めることにしました。★（１秒後）★

この授業の三要素★にＩＣＴをより効果的、かつ効率的に活用していくことで学力・学習意欲の向上へとつなげることを研究の中心としました。★
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そして、最初に「指導内容」と研究の基礎となる理論や先行研究等を共有する★基礎研究を学び舎合同で行い、
それをもとに児童・生徒理解に基づいた学習状況と指導方法を検討し、各校で実践する★授業研究と、
課題を把握して授業の準備をしたり、児童・生徒の反応や意見、指導の効果や授業者の手ごたえなどを検証する★調査研究を行うことにしました。★
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最初に、基礎研究について説明します。私たちは、「学力・学習意欲の向上とＩＣＴを活用したよる授業」にかかわる先行研究や文献資料の内容を共有して、研究の基盤となる部分を共通理解しました。
　★スライドの図は、授業の形態と学習内容の定着率の関連について示した「ラーニング・ピラミッド」です。この図からは、講義型の授業よりも視聴覚を活用したものの方が定着率がよく、★話し合い、体験、教え合いを通した学習へとだんだん定着率が高くなっています。★
このことからも、ＩＣＴの活用はもちろん、話し合いや教え合いのある授業、つまり世田谷区教育要領による「ことばの力を高める言語活動」を取り入れた授業をすることが重要であることがわかりました。★
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
その他にも多くの資料を参考にしました。★
世田谷区教育要領とＩＣＴの活用、
右は文科省の「教育の情報化に関する手引き」です。★
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これは京都市教育委員会、兵庫県立教育研修所の研究をもとに、ＩＣＴの効果、特性、活用の目的と場面についてまとめた資料です。★
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これは学習定着率に関する研究であり、ＩＣＴを活用して形成的評価ができないかなど、★
これらの資料を基に研究の基盤となる考え方を共有しました。★
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
さて、合同で研究を進めていくにあたって、重要になるのが児童・生徒理解です。★
前年度の各校の学習習得確認調査結果をもとに、学習確認会議で学び舎の課題を確認しました。★
特に、思考力・判断力・表現力などの「活用する力」が課題であると分かりました。★
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こうした実態を基に、学び舎での各教科ごとの分科会で、★指導の重点を明らかにし、その重点を実現するための具体的な方策を話し合い、小中で共有しました。★
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これは、技能教科の実践です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
さらに、各教科で学習内容の系統性を共通理解し、
指導の目標（ねらい）や児童・生徒の実態に応じた題材や素材を選ぶようにしました。
★また、教材のシェア、つまり、小学校での教材を中学校の繰り返し学習で使用し、中学校での教材を小学校の発展的な学習で使用することしました。★そして、学び舎教育計画の作成し、それに基づいて教育活動を実践しました。★
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そして、年4回の授業公開、合同研修会の中で
児童生徒理解・指導内容の共有をもとに、指導方法の改善についても話し合い、基礎研究から授業研究の実践へと進めて行きました。★
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この２年間、学び舎の合同研究を進めていくにあたって、各校の副校長・研究主任が月一回以上集まり、「学び舎研究主任会」を行いました。学び舎全体の基礎研究を受けて★
思考力・判断力・表現力等の基準とＩＣＴの活用について、発達段階を考慮して整理し、一覧表にまとめました。★
また、小中学校で交換できる教材を整理し一覧表にまとめました。★
そして、そのまとめた内容を各校に持ちかえり紹介することで、学び舎全体での共通理解を進めてきました。★




プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この図は、小中9年間で「豊かな知力」を育てるため、発達段階に応じた「考える」「聞く」「話す」それぞれについての「目指す子どもの姿」を設定し、研究主題との関連について研究主任会でまとめたものです。
小中9年間で豊かな知力を育てることを大きな目標とした時、★
まず学習意欲と学力の向上が大きな幹となると考えました。★そして、
発達段階（1~4年・5年～中1・中2～中3）に応じて、「考える」「聞く」「話す」の3つの観点で、目指す児童・生徒の姿を設定しました。★
この目指す姿に迫るための土台（根）となるのが授業改善です。そして、★その授業改善をより充実させているための要素となる水や太陽にあたるのがＩＣＴの活用と言語活動の充実です。私たちは小中9年間の学習を通して、豊かな知力という大きな木を育てていきたいと考えました。★
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、ＩＣＴの効果的な活用については、授業のどのような場面で活用すると効果的なのかを話し合いました。（３秒後）★
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
さらに、ＩＣＴを効果的に活用し効率よく授業を進めることで、言語活動の時間が生み出せるのではないか、そして、言語活動を充実させれば、学び舎の課題である「思考力・表現力」などの学力や学習意欲が向上するだろうと考えました。（３秒後）★
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート

このような基礎研究を積み重ね、いよいよ授業研究を進めました。★１　基礎的基本的な知識・技能の習得、★２　思考力判断力・表現力の育成★３　主体的に取り組む態度の育成　にかかわるそれぞれの授業実践について、まずは小学校の授業研究を中心にご紹介します。★
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、中学校での実践です。★
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
小学校の実践と並行して、中学校でも同じような場面や方法でＩＣＴを活用しました。
まず、★基礎・基本の確実な定着では、実物投影機を活用して、資料を拡大して提示したり、実演を大型テレビに映し出したりして、学習内容や授業のポイントを共通理解させるようにしました。また、小学校のデジタル教科書などのコンテンツを繰り返し学習に活用すると、生徒が既習事項を確認しやすくなることがわかりました。★
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
思考力・判断力・表現力等の育成では、★小学校と同様に、実物投影機にノートを映しながら、生徒自身に自分の考えを発表させたり、いくつかのものを比較して考えさせたりすることがたいへん有効でした。従来は模造紙で準備していましたが、ICTによって効率よく準備と活用、アニメーションや修正ができるようになりました。★
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
主体的な取組については、自作コンテンツやデジタル教科書での問題提示と電子黒板の活用により、★学習内容や学習活動に興味・関心をもって取り組む生徒の様子が、小学校と同様にたくさん見られました。★
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
授業研究には全教科で取り組みました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
道徳の時間や、特別支援学級でも、ICTを活用しました。今や、授業でICTを活用するのは、生徒にとって当たり前になっています。★
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここまでの１年間の研究でも、小学校と同様の成果を得ることができたと思えるのですが、★
中学生の発達に応じた思考の広がりや深まり、考えの多様性に対応する指導はどうあるべきか、また、中学校の特徴でもある「教える先生と受け身の生徒」という★課題の解決にもう一歩踏み込みたいと考えました。★
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
研究をより深め、生徒の学力や学習意欲のいっそうの向上を図るために、★
図のような話し合い、教え合いのある授業をめざして、２年目の研究に取り組むことにしました。★
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そこで改めて基礎研究に立ち返り、文部科学省が第２期教育振興基本計画で示している今後の社会の方向性である、
自立・協働・創造という３つの理念を取り入れて研究を進めること、言語活動の充実とICTによる協働型、双方向型の学習について取り組むことにしました。★
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
しかし、大型テレビによる提示型の授業では限界があるのも事実です。そこで、駒沢中学校に昨年導入されたタブレット型パソコンの機能を生かし、協働型、双方向型の授業の在り方の研究を進めました。★
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
タブレット型パソコンが導入されてから、★デジカメやビデオカメラなどの機能やコンテンツをすべてタブレット型パソコン１台で活用することができるようになりました。また、一人一台、またはグループに一台のタブレット型パソコンがあるだけで、授業におけるICT活用の幅がさらに広がりました。★
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここからは、第２期教育振興基本計画で示された理念、自立・協働・創造をテーマに、タブレット型パソコンの活用について説明します。
まず、自立をめざした取り組みは、画面に画像を映し出し、生徒が自ら書き込んだり編集したり、自分のペースで課題を進めたりする活動を通して、★一人一人の多様な個性・能力を大切にして授業を展開するようにしました。★
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
協働をめざした取り組みは、たくさんの意見を出したり、学習の成果を全体で共有したりして、★様々な個性、学び合い、教え合う場面をつくり、授業を展開するようにしました。★



EHR B - A
S - B Yl 3 Y

BliE

REGL. BEHD

CDEZIFHLLV ! e
oo LA
FYENEDZEERT D
e )
SRIEEAD D

e 0 B e L3 B3 U

- T-EZZzRHT
SHLEZIELVITTS \_ /



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
創造としての取り組みは、生徒の意見を全体で共有することを習慣化し、常に自分の意見と周りの意見を比較する環境ができる。
また、いろいろな考えや気づいたことを瞬時に提示することで、多方面やいろいろな角度から物事を考え、課題を解決する力をつけることができるなど、★多様な価値観を表現し、磨きあい、創造力を高める授業を展開します。★
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このように、３つの理念を取り入れることにより、自立して考え、協働して理解を深め、考えを磨き合い創造していく力を育成することができます。★
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これらのタブレット型パソコンを活用した授業の様子は、その日のうちに学校ホームページで紹介するようにしました。画面は、自立を視点にした保健体育の授業の様子です。生徒は背面跳びのフォームを録画し、振り返りをしています。★
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらは理科の授業の様子です。互いの実験データを持ち寄り、話し合って課題解決をしている様子です。★
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらは校外学習の行動計画を話し合っている学級活動の様子です。行き先や電車の時刻など、様々な情報を検索しながら、協力して計画をつくりました。★
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらは数学の授業の様子です。生徒同士、教員と生徒がいくつかの解法をシェアし、解法を分類してまとめたり、これまで気付かなかった解法を見出したりしていました。★
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらは教科「日本語」の表現領域「コマーシャルの秘密」です。グループに一台のタブレット型パソコンを使い、教室で話し合いながらよりよい作品を創造しました。今では、タブレット型パソコンを活用する場面が広がっています。多くの教科や道徳、総合的な学習の時間、教科「日本語」などでもタブレットパソコンを活用し、効果的、効率的に授業を行うようになっています。また、インターネットで即座に調べることにより、学習意欲と学力だけでなく、ICT活用能力や情報モラルへの意識も向上しました。★
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このように、タブレット型パソコンの特徴である「手元で」「自分で」と「オールインワン」機能を十分に活用することで、生徒の主体的な学習がさらに進みました。また、教員の授業準備の負担軽減や教室移動の必要がなくなるなどの効果も確認できました。なお、ICTを活用した学習評価に数学・理科で取り組んでいますが、今後いっそう研究、検証してまいります。中学校の研究の詳細は補助資料を後ほどご覧ください。★
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後に、駒の学び舎としての成果と課題を説明します。★
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
小学校高学年の児童、中学校全校生徒を対象に、昨年の１０月にアンケートをとりました。
小学校高学年では９７％の児童がＩＣＴを使った授業は楽しいと答えていました。
どんな時に楽しい・分かりやすいと感じるかについては、★
動画や実験のビデオなど紙面上だけではわからない動きのあるものを見ることが分かりやすい。
実物投影機でお手本や道具の使い方など手元の作業やノートを映して見られるので分かりやすい。
説明するときに自分のノートを大きく映せて説明しやすい。
友達の意見やよいノートが見られて分かりやすいし参考になる。
などの意見がありました。★
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
中学校では、タブレットＰＣを使った授業について聞くと、青、赤、緑の合計で９５％の児童が楽しいと答えていました。
どんな時に楽しい・分かりやすいと感じるかについては、★
みんなの意見がみられる。
たくさんの意見が一度に見られる。
手元で画面が見られて集中できる。
データを保存できるので便利に使える。
手軽にどこでも使えるので、パソコンよりも便利に感じる。
などの意見がありました。★
タブレットＰＣを使うことにより、「考える」ことが「楽しく」なり、学習への関心が高まるとともに、主体的に学習に取り組む態度の育成を図ることができたと言えます。★
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
学び舎の教員を対象とした調査では、★
学力の向上や学習意欲の向上を実感し、
表現力等の伸長に効果があるという結果が現れました。★
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
項目別に見ると、学力の向上については、青と赤の肯定的な回答を合わせると、ほぼ７０％の教員が実感していると答えていました。
そして、「具体的な写真などを見ることで考えが広がり，発表内容に深まりが見られた。」
「化学の分野のおいて、原子の動きをアニメーションで見ることで、化学反応式の習得が早かった。」
などの意見がありました。数値は公表できませんが、国や都、区の学力調査の結果でも学力は向上していることがわかりました。特に、学び舎の課題であった思考力・判断力・表現力などの「活用する力」が伸びている傾向が現れていました。★
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
学習意欲の向上については、青と赤の肯定的な回答を合わせると、ほぼ１００％の教員が実感していると答えていました。
そして、「自分のノートが映し出されることによって考えを意欲的に説明しようとする児童が多かった。」
「投影されている映像に注意が向くので他の人の発表などしっかりと聞くことができ、授業への集中力が高まり、発言が増えた。」などの意見がありました。★
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
効果があった取り組みとしては、★「実物投影機を使用して、表現力等の育成を図った」が最も多い結果となりました。このことから、児童・生徒に思考したことをICTを活用して表現させる取り組みは、小中の授業を円滑に接続する意味でも効果があるといえます。続いて、★「デジタル教科書を大型テレビで映し、知識・技能の定着を図った」の数値も高くなっています。
これらのことは、デジタル教科書などを「提示」することは基礎基本の定着に、実物投影機などで「発表」することは思考力や表現力の育成に効果があるという傾向を示しています。
その他の意見として「表現が苦手な児童が、映像などが助けとなりわかりやすい発表をすることができた。」
「他の生徒の考え方や意見などを見ることによって、自分の考えを見直し、よりわかりやすく伝えることができた。」などが寄せられました。★
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
写真は駒沢中学校の体験入学でタブレット型パソコンを操作しながら授業を受けている小学生の様子です。この小中合同の研究を通して、学び舎のすべての学校における授業の改善は大幅に進んだと言えます。
今後は、学力の向上とＩＣＴを活用した授業の相関関係や、中学校ではICTを活用した学習評価と指導の一体化などについて、教科や単元などを視点に、より分析的に研究を続け、学び舎の小中のさらなる円滑な接続を図っていきます。
ご静聴ありがとうございました。
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